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序 



い つ の 世で も 死後の 世界と は 実際に どのような 世 

界 なのか、 という 議論が あります。 その 理由の ひと 

つと して、 生きて いる 間に は 誰も それ を 自分の 目で 

確かめる こと は 不可能 だからです。 したがって、 個 

人の 体験と して は つきり と 説明す る こと は 誰に もで 

きません。 しかしながら、 真理 を 知りた ければ アツ 

ラ ー とよ ばれる 全智 全能の 神から 精神に 関する 知識 

と 洞察力 を 授けられた 人々 による 死後の 世界の 解釈 

によって、 かなり 詳しく 知る ことができます。 

そのような 人間の 一 人で あ つ た ハズ ラト • ミルザ- 

1 • グラム • ァハ マ ド師は イスラム教 ァ ハマ ディア 

運動 創始者で あり、 約束され た メシア 及び マハディ 

です。 師の 有名な 著書、 「イスラムの 教えと その 哲 



学」 の 中から いくつかの 重要 点 を ここに 紹介し ま 

す。 師の 解釈 は 全て 聖 クル ァ— ンと ハディ— スに基 

づ いています。 聖 クル ァ —ンは 全智 全能の 祌、 アツ 

ラ I の 啓示 を 収録した もので、 イスラム教の 教典で 

す。 ハディ— ス とは聖 預言者、 モ ハツ マド (彼の 上 

に 平安が あります ように) の 言葉 や 行動 を 正しく 記 

録 した ものです。 

『死後の 世界』 又は イスラム 一 般 に関する どんな 

御 質問 でも どうぞお 気軽 に 御連絡 下 さ い 。 

ァ ハマ ディア • ムス リム • ミッション 日本 本部 

主任 宣教師 

ァタ ウル • ムジ— ブ • ラシェ ド 



1 一 



る こ と を 知 つてお い てくだ さい。 

第一 の 世界 は 現世で あり、 実際に 行動が なされる 

世界と か 最初の 創造の 世界な どと 呼ばれます。 現世 

で 人間 は 自分の 行動の 善悪に 対する 報い の 資格 を 得 

ます。 復活 後、 善人 はより 進歩し ますが その 進歩の 

様々 な 程度 は 人間 自身の 努力に よる もので はなく、 

神の 慈悲に よ つての み 考えられる のです。 

第二の 世界 は パル ザクと 呼ばれる もので、 バル ザ 

クとは 中間の 状態 を 意味し ます。 つまり、 第二の 世 

界は 現世と 復活 後の 世界の 中間に 位置す るた めパ ル 

ザクと 呼ばれます。 パル ザクの 状態で は 魂 は 肉体 か 

ら 離脱し、 死体 は 消滅して しまいます。 死体 は 埋葬 

され、 魂 もまた 埋葬され ると いえます。 というの 

は、 魂 は 肉体 を 支配す る 力 を 失う とともに 善悪の 行 

動の 力 を も 失って しまう からです。 健全なる 魂 は 健 

全なる 肉体に 宿る こと は 明らかな ことです。 魂 は 肉 

体から 切り離されれば 何の 目的 も 果たす ことができ 

なくなる こと は 疑いよう のない 真実で あり、 それ は 



数々 の 経験が 実証して います。 人間の 魂 はいかなる 

時 も 肉体と は 別に それ 自体が 喜び を 得る と 主張す る 

の はく だらない ことです。 それ は 物語と して は 興味 

深く 楽しい ことか もしれ ません が 何の 根拠 も、 それ 

を 実証す る 経験 もありません。 私達 は 肉体の 機能が 

少しで も 狂えば 魂の 機能 も その 影響 を 免れる ことが 

できない こと は 何度も 経験済み なので、 肉体と まつ 

たく 切 離されて 魂の みが 完全な 機能 を 果たせる と 想 

像で きません。 

死後、 泥で 造られ やがて は 消滅して しまう この 肉 

体から 魂 は 離脱し ますが、 バル ザクで 全ての 魂 は 現 

世での 行動の 善悪の 報い や 罰 を 受ける ために 新しい 

肉体 を 一時的に 与えられます。 この 肉体 は 泥で でき 

た 滅びて しまう もので はなく、 現世での 行動に よつ 

て 異なり 明るい もの や 暗い ものが あります。 バル ザ 

ク での 肉体に ついて 聖 クル ァ— ンは、 魂 は 人間の 現 

世での 行動の 善悪に 基づいて 明、 喑 いづれ かの 新し 

い 肉体が 与えられ ると 述べ ています。 これ を 神秘と 
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死後の 世界 



思う 人 もい るか もしれ ません が、 少なくとも 納得が 

いかない ことで もない という ことくら いは 認める ベ 

きでしょう。 より 完全な 人間 は 現世の 時点で もうす 

でに そのような 明るい 肉体が 準備され つつ ある こと 

がわ かるので す。 一 般の 人々 はそんな こと は ミス テ 

リ ー で 理解す る ことができな いと 思う かもしれ ませ 

んが、 鋭敏な すぐれた 洞察力 を 持って いる 人達に と 

つ て はこの 世での 行動の 善悪に よ つ て 準備され た 明 

喑 いずれ かの 肉体が 与えられる ことの 真実性 を 悟る 

の はむ づ かしくありません。 つまり、 バル ザク での 

新しい 肉体 は 善悪に 報いる ための 手段に なる ので 

この こと は 私 は 自分で 体験し ました。 まったく 意 

識が はっきり している 時に、 死者 を はっきりと 見た 

ことが 何度もあります。 大ぜ いの 悪人 や 罪深い 者 達 

の 体は喑 くて 煙が かかった ように 見えました。 私 は 

これに 関して 知識が あります。 そして 私 は 神が おつ 

しゃ つたよう にす ベ ての 人間 は 透明に 近いよう な 明 



るい 肉体 かまた は 暗い 肉体の どちら か を 与えられる 

と 強く 主張し ます、 必ずしも 理論 だけで 理解しょう 

としても できない こと も あるので す。 

第三の 世界と は 復活 後の 世界です。 この 来世で は 

全ての 魂 は、 善、 悪、 美、 醜に かかわらず 目に 見え 

る 肉体 を 与えられます。 この 復活の 日と は 神の 栄光 

が 完全に 示される 時で あり、 その 時 全ての 人間 は 神 

の 存在 を 知る のです。 その 日 全ての 人間の 現世に お 

ける 行動の 報い は 完全に は つきり とした ものに なり 

ます。 このような ことが どのように 起こる のか 不思 

議に 思う 必要はありません。 全能の 神に できない こ 

と は 何もない のです。 

罰と 報酬 は 死後 直ち^ 与えられます。 そして 地獄 

へ 落ちる 者 は 地獄へ、 天国へ 導かれる 者 は 天国 へ 

と、 それぞれに ふさわしい 場所が 与えられます。 し 

かし、 復活の 日 は 神の 超自然の 知恵が ついに もたら 

す 最も 輝し い 栄光が 示される 日であります。 神 を 創 

造 主として 認識させる ために 神 は 人間 を 創造し まし 
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た。 神 は 破壊者と して 人間に みなされる ように 地球 

上の あらゆる 生き物 を 破壊し、 また、 神 を 全智 全能 

とみな すよう に 最後に は 全人 類 を 神の もと へ 集め 永 

遠の 生命 を 与えて くださいます。 

三つの 重要 点 

聖 クル ァ ー ンには 来世に ついて 三つの 重要事項が 

述べられ ています。 ， 

その 一 つ は、 死後の 世界 は 新しい もので はなく 現 

世の ィメ— ジ であり、 その 最も はっきりし たもので 

しかない という ことが 繰り返し 述べられ ています。 

それゆえ 聖 クル ァ ー ンに はこう 書かれ ています。 

『そして 神様 は 私達に この 世での 自分の 行動の 結果 

の ひとつひとつ を 首に 結びつけ ておいて、 これらの 

目に 見えぬ 結果 は 復活の 日に は つ きりとした 記録の 

一冊と なり ひとりひとりが これ を 開いて 見る。』 (聖 

クル ァ ー ン 十七 •+ 四) 

この 詩の 中で 「タイル」 という 言葉が 使用され て 



いる こと は 特に 注目すべき ことです。 タイルと は 文 

字 通り 鳥 を 意味し、 ここで は 人間の 行動 を 抽象的に 

言い表わして いるので す。 なぜならば、 全ての 行動 

は 善、 悪に かかわらず 鳥の ように 消え去って しまう 

もの だからです。 人間が 行動と ともに 感じる 無常の 

幸福と か 苦痛 はすぐ に 消え去る ものです が、 行動の 

ひとつひとつ は 人間の 心の中に 善 • 悪の 印象と して 

残されます。 人間の 行動 は 全て、 事 際、 心 だけで な 

く 手、 足、 耳、 目 等に も その 善 • 悪が 印 まれ、 神に 

よって その 結果が 判断され ます。 全 行動 や 人間の 目 

に は 見えない 行動す らも 記録され てい る 本が この 世 

で 準備され 来世で それ はは つ きりとし たものに なり 

ま す 

聖 クル ァ —ンの 中で 来世に 関する 第二の 重要 点 

は、 現世での 精神的な 事柄 は バル ザクゃ 復活 後の世 

界 では 目に 見える ものと して 示される という ことで 

す。 この 点に ついていく つかの 詩 は 次のように 述べ 

てレ ます 



死後の 世界 



『こ の 世で 盲の 者 は 死後 も 盲であろう』 (十七 • 

七三) 言い かえれば、 来世で は 現世での 精神的 盲で 

あると いう ことが より 明らかにされ、 そこで は 実際 

に 亡 目になります。 

また 別の 詩に はこうあります。 

『その 日、 ある 者の 顔 は 明るく 輝き、 また ある 者 

の 顔 は 暗くなる だろう』 (三 • 一 〇 七) 

全ての 人間の 精神状態 がその 日に は 誰に でも 庭 や 

川の ある 天国で 見える ようになり、 神 は 高潔な 人々 

の 前に 輝かしい 栄光の 中に その 姿 を 現わされる でし 

よう。 つまり 精神状態 はも はや 目に 見えない もので 

はなく、 はっきりと 示された ものになります。 

死後の 世界に 関する 第三の 重要 点 は、 来世での 人 

間の 進歩 は 限りない という ことです。 神 は 次の よう 

におつ しゃって います。 

『この 世で 信仰の 光 を 持つ 人々 は 審判の 日に 自分 

達の 光が 前方、 右方に ひらめき、 こう 祈り 続ける で 

しょう、 「神様、 私達の ために 光 を 完全に してく だ 



さい。 私達 をお 許しく ださい。 まことに あなた は 全 

ての ことに 全能です」 と』 (六 六 • 九) 

光 を 完全に して 欲しい という 限りない 願い は、 天 

国での 進歩が 限りない とと を 暗示して います。 つま 

り、 高潔な 人々 は 少しも 後退す る ことなく 進歩 を 続 

け、 天国での 恵み は 決してなくなる こと はあり ませ 

ん。 

端的に 言えば、 天国と 地獄 は聖 クル ァ ー ン による 

と、 この 世での 人間 自身 精神 生活の ィメ ー ジ とそ 

れがは つ きりした ものにす ぎない という ことです。 

それ はまった く 外部から もたらされた 新しい 物質的 

世界ではありません が、 目に 見えない 手で 確かめる 

ことができる ものである こと は 事実です。 それ を 物 

質的 世界と 呼びた ければ そう 呼んでも かまいません 

が、 あくまで もこの 世の 精神的 事柄が 目に 見える よ 

うにな つた 状態に すぎない のです。 私達 は それ を 物 

質と 呼びます が、 地獄の 焼けた だれた 石塊 や 硫黄 も 

極楽に ある 木 も、 言葉の 上で は 同じです が、 この 世 
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